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６月はジューン・ブライドの季節ですので、今月は、東通村の民俗風習から「婚礼」についてご紹介します！

現在では、結婚や家族の形は様々ですが、かつての東通村は、親同士が縁談をまとめる集落内婚が主流で

した。

そして、結婚の申し出や現在の結婚式にあたる祝言等の婚礼には、様々な民俗風習がありました。

妻に迎えたい女性の生家へ結婚の申し出へ行くことを嫁もらいと呼び、男性側の親族は仲
ナガ

人
ド

を立て、

物結銭、酒一升と魚を持参し挨拶に行く。申し出に対し、結婚をすぐに快諾することは不吉とされ、男

性側は、快諾を得るまで数回にわたり再訪する。再訪した際に女性の親が、男性が持参した酒を口にす

ることで、結婚の成立となった。またこの酒を酌み交わす風習を決め酒と呼んだ。

結納は、結納金と結納品を持って、嫁の生家へと行き、祝言の日取りを決める。

祝言は、秋の収穫が終わった後から、春の農作業が始まるまでに済ませられた。

祝言当日、婿の家から迎えが来て、花嫁は生家を離れ、嫁ぎ先へ行く。

花嫁の親は娘との別れを惜しみ、時間を稼ぐように迎え役へ酒を進めて飲ませた。

日没前に生家を離れることは忌まれ、日没後に、提灯の灯りとともに、嫁ぎ先へ向かう。嫁ぎ先へ着

くと入家式を行う。こうした習わしを経て、婚姻が成立したという。

～皆さんのおじいさんおばあさんが結婚された頃のお話を聴いてみるのもいかがですか～

寿
－ 東通村の主な婚礼の習わし（参考：東通村史） －
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